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	製品名: リボソームタンパク質S6（リン酸化Ser235/S236）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質合成を触媒する細胞小器官であるリボソームは、小さな40Sサブユニットと大きな60Sサブユニットから構成されています。これらのサブユニットは、4種類のRNAと約80種類の構造的に異なるタンパク質で構成されています。この遺伝子は、40Sサブユニットの構成要素である細胞質リボソームタンパク質をコードしています。このタンパク質は、リボソームタンパク質のS6Eファミリーに属します。これはリボソーム内のタンパク質キナーゼの主要な基質であり、5つのC末端セリン残基のサブセットが異なるタンパク質キナーゼによってリン酸化されます。リン酸化は、成長因子、腫瘍促進因子、マイトジェンなど、幅広い刺激によって誘導されます。脱リン酸化は、成長停止時に起こります。このタンパク質は、特定のクラスのmRNAを選択的に翻訳することにより、細胞の成長と増殖の制御に寄与していると考えられます。リボソームタンパク質をコードする遺伝子に典型的に見られるように、複数のプロセスが存在します。機能：特定のクラスのmRNAを選択的に翻訳することにより、細胞の成長と増殖を制御する上で重要な役割を果たす可能性があります。,PTM：リボソームタンパク質S6は、真核生物リボソーム中のタンパク質キナーゼの主要な基質です。リン酸化は、成長因子、腫瘍促進因子、およびマイトジェンによって刺激されます。成長停止時には脱リン酸化されます。,類似性：リボソームタンパク質S6eファミリーに属します。,
	研究分野
	リボソーム;mTOR;インスリン受容体;
	画像データ
	

	S6リボソームタンパク質（リン酸化Ser235+Ser236）抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはS6リボソームタンパク質（リン酸化Ser235+Ser236）ペプチドでブロッキングされている。
	

	S6リボソームタンパク質（リン酸化Ser235+Ser236）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。右の写真はS6リボソームタンパク質（リン酸化Ser235+Ser236）ペプチドでブロッキングした画像です。

